
(57)【要約】

【課題】　べた部の記録材の載り量を優先すれば色味、

濃度とも好ましい印刷画像が得られるが、文字線画部分

の載り量が多くなり、トナーの飛散が発生したり、文字

線画部の潰れが生じる。逆に、トナーの飛散や文字線画

部の潰れを抑えるように載り量を低下させると、べた部

の色味や濃度が薄くなる。

【解決手段】　ウィンドウエリアに対応する画像データ

が判定パターンに一致するか否かを判定し(S909-S910)

、判定パターンに一致するウィンドウエリアの所定位置

の画素の値を変更する(S911-S912)画像処理を経た画像

データを、記録材を用いて記録媒体に画像を形成する装

置に出力する。

【選択図】　図7
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ウ ィ ン ド ウ エ リ ア に 対 応 す る 画 像 デ ー タ が 判 定 パ タ ー ン に 一 致 す る か 否 か を 判 定 す る 判
定 手 段 と 、
　 前 記 判 定 パ タ ー ン に 一 致 す る ウ ィ ン ド ウ エ リ ア の 所 定 位 置 の 画 素 の 値 を 変 更 す る 変 更 手
段 と 、
　 前 記 判 定 お よ び 変 更 手 段 に よ る 画 像 処 理 を 経 た 画 像 デ ー タ を 出 力 す る 出 力 手 段 と を 有 す
る こ と を 特 徴 と す る 画 像 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 判 定 パ タ ー ン は 、 前 記 ウ ィ ン ド ウ エ リ ア の 下 端 に 白 画 素 領 域 を 有 し 、 前 記 白 画 素 領
域 以 外 は 黒 画 素 領 域 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 1に 記 載 さ れ た 画 像 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 変 更 手 段 は 、 前 記 白 画 素 領 域 と の 境 界 か ら 一 画 素 分 ま た は 複 数 画 素 分 、 前 記 黒 画 素
領 域 に 入 っ た ラ イ ン 上 の 画 素 を 所 定 の 間 隔 で 白 画 素 に 変 更 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 2
に 記 載 さ れ た 画 像 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 ウ ィ ン ド ウ エ リ ア に 対 応 す る 画 像 デ ー タ が 判 定 パ タ ー ン に 一 致 す る か 否 か を 判 定 す る 判
定 手 段 と 、
　 前 記 判 定 パ タ ー ン に 一 致 す る ウ ィ ン ド ウ エ リ ア の 、 置 換 パ タ ー ン に よ っ て 指 定 さ れ る 画
素 の 値 を 変 更 す る 変 更 手 段 と 、
　 前 記 判 定 お よ び 変 更 手 段 に よ る 画 像 処 理 を 経 た 画 像 デ ー タ を 出 力 す る 出 力 手 段 と を 有 す
る こ と を 特 徴 と す る 画 像 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 判 定 パ タ ー ン は 、 前 記 ウ ィ ン ド ウ エ リ ア の 下 端 に 白 画 素 領 域 を 有 し 、 前 記 白 画 素 領
域 以 外 は 黒 画 素 領 域 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 4に 記 載 さ れ た 画 像 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 置 換 パ タ ー ン は 、 前 記 白 画 素 領 域 と の 境 界 か ら 一 画 素 分 ま た は 複 数 画 素 分 、 前 記 黒
画 素 領 域 に 入 っ た ラ イ ン 上 の 画 素 を 指 定 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 5に 記 載 さ れ た 画 像
処 理 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 変 更 手 段 は 、 前 記 指 定 画 素 を 所 定 の 間 隔 で 白 画 素 に 変 更 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 6に 記 載 さ れ た 画 像 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 置 換 パ タ ー ン に は 、 前 記 白 画 素 領 域 と の 境 界 か ら 一 画 素 分 、 前 記 黒 画 素 領 域 に 入 っ
た ラ イ ン 上 の 画 素 を 指 定 す る 第 一 の パ タ ー ン 、 並 び に 、 前 記 境 界 か ら 二 画 素 分 、 前 記 黒 画
素 領 域 に 入 っ た ラ イ ン 上 の 画 素 を 指 定 す る 第 二 の パ タ ー ン が あ り 、 前 記 変 更 手 段 は 、 前 記
第 一 お よ び 第 二 の パ タ ー ン を 交 互 に 使 用 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 5に 記 載 さ れ た 画 像
処 理 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 置 換 パ タ ー ン に は 、 前 記 白 画 素 領 域 と の 境 界 か ら 一 お よ び 三 画 素 分 、 前 記 黒 画 素 領
域 に 入 っ た ラ イ ン 上 の 複 数 の 画 素 を 指 定 す る 第 一 の パ タ ー ン 、 並 び に 、 前 記 境 界 か ら 二 画
素 分 、 前 記 黒 画 素 領 域 に 入 っ た ラ イ ン 上 の 画 素 を 指 定 す る 第 二 の パ タ ー ン が あ り 、 前 記 変
更 手 段 は 、 前 記 第 一 お よ び 第 二 の パ タ ー ン を 交 互 に 使 用 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 5に
記 載 さ れ た 画 像 処 理 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 置 換 パ タ ー ン に は 、 前 記 白 画 素 領 域 と の 境 界 か ら 一 画 素 分 、 前 記 黒 画 素 領 域 に 入 っ
た ラ イ ン 上 の 画 素 を 指 定 す る 第 一 の パ タ ー ン 、 前 記 第 一 の パ タ ー ン と 前 記 境 界 か ら 二 画 素
分 、 前 記 黒 画 素 領 域 に 入 っ た ラ イ ン 上 の 画 素 を 指 定 す る パ タ ー ン を 組 み 合 わ せ た 第 二 の パ
タ ー ン 、 前 記 第 一 お よ び 第 二 の パ タ ー ン と 前 記 境 界 か ら 三 画 素 分 、 前 記 黒 画 素 領 域 に 入 っ
た ラ イ ン 上 の 画 素 を 指 定 す る パ タ ー ン を 組 み 合 わ せ た 第 三 の パ タ ー ン 、 並 び に 、 前 記 境 界
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か ら 一 お よ び 二 画 素 分 、 前 記 黒 画 素 領 域 に 入 っ た ラ イ ン 上 の 複 数 の 画 素 を 指 定 す る 第 四 の
パ タ ー ン が あ り 、
　 さ ら に 、 少 な く と も ユ ー ザ の 指 示 、 記 録 媒 体 の 種 類 お よ び 前 記 画 像 の 形 成 環 境 の 何 れ か
に 応 じ て 第 一 か ら 第 四 の パ タ ー ン を 選 択 的 に 前 記 変 更 手 段 に 設 定 す る 設 定 手 段 を 有 す る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 5に 記 載 さ れ た 画 像 処 理 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 ウ ィ ン ド ウ エ リ ア に 対 応 す る 画 像 デ ー タ が 判 定 パ タ ー ン に 一 致 す る か 否 か を 判 定 す る 判
定 ス テ ッ プ と 、
　 前 記 判 定 パ タ ー ン に 一 致 す る ウ ィ ン ド ウ エ リ ア の 所 定 位 置 の 画 素 の 値 を 変 更 す る 変 更 ス
テ ッ プ と 、
　 前 記 判 定 お よ び 変 更 ス テ ッ プ に よ る 画 像 処 理 を 経 た 画 像 デ ー タ を 出 力 す る 出 力 ス テ ッ プ
と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 画 像 処 理 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 ウ ィ ン ド ウ エ リ ア に 対 応 す る 画 像 デ ー タ が 判 定 パ タ ー ン に 一 致 す る か 否 か を 判 定 す る 判
定 ス テ ッ プ と 、
　 前 記 判 定 パ タ ー ン に 一 致 す る ウ ィ ン ド ウ エ リ ア の 、 置 換 パ タ ー ン に よ っ て 指 定 さ れ る 画
素 の 値 を 変 更 す る 変 更 ス テ ッ プ と 、
　 前 記 判 定 お よ び 変 更 ス テ ッ プ に よ る 画 像 処 理 を 経 た 画 像 デ ー タ を 出 力 す る 出 力 ス テ ッ プ
と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 画 像 処 理 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 画 像 デ ー タ の 対 象 領 域 内 に エ ッ ジ 部 が あ る か 判 定 す る 判 定 手 段 と 、
　 前 記 判 定 手 段 に よ っ て 前 記 対 象 領 域 内 に エ ッ ジ 部 が あ る と 判 定 さ れ る と 、 前 記 対 象 領 域
の 注 目 画 素 を 間 引 く 間 引 き 手 段 と 、
　 前 記 注 目 画 素 は 、 前 記 画 像 デ ー タ の エ ッ ジ 部 で は な く 、 該 エ ッ ジ 部 か ら 所 定 の 画 素 離 れ
た 位 置 に あ る こ と を 特 徴 と す る 画 像 処 理 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 画 像 デ ー タ の 対 象 領 域 が 判 定 パ タ ー ン に 一 致 す る か 否 か を 判 定 す る 判 定 手 段 と 、
　 前 記 判 定 パ タ ー ン に 一 致 す る 対 象 領 域 の 注 目 画 素 を 間 引 く 間 引 き 手 段 と 、
　 前 記 注 目 画 素 は 、 前 記 画 像 デ ー タ の エ ッ ジ 部 で は な く 、 該 エ ッ ジ 部 か ら 所 定 の 画 素 離 れ
た 位 置 に あ る こ と を 特 徴 と す る 画 像 処 理 装 置 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 間 引 き の 幅 は 、 操 作 部 に よ っ て 指 示 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 13ま た は 請 求 項
14に 記 載 さ れ た 画 像 処 理 装 置 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 間 引 き の 幅 は 、 前 記 画 像 デ ー タ を 形 成 す る 記 録 媒 体 の 種 類 に 応 じ て 設 定 さ れ る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 13ま た は 請 求 項 14に 記 載 さ れ た 画 像 処 理 装 置 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 画 像 デ ー タ の 対 象 領 域 内 に エ ッ ジ 部 が あ る か 判 定 す る 判 定 ス テ ッ プ と 、
　 前 記 判 定 ス テ ッ プ に よ っ て 前 記 対 象 領 域 内 に エ ッ ジ 部 が あ る と 判 定 さ れ る と 、 前 記 対 象
領 域 の 注 目 画 素 を 間 引 く 間 引 き ス テ ッ プ と を 有 し 、
　 前 記 注 目 画 素 は 、 前 記 画 像 デ ー タ の エ ッ ジ 部 で は な く 、 該 エ ッ ジ 部 か ら 所 定 の 画 素 離 れ
た 位 置 に あ る こ と を 特 徴 と す る 画 像 処 理 方 法 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 画 像 デ ー タ の 対 象 領 域 が 判 定 パ タ ー ン に 一 致 す る か 否 か を 判 定 す る 判 定 ス テ ッ プ と 、
　 前 記 判 定 パ タ ー ン に 一 致 す る 対 象 領 域 の 注 目 画 素 を 間 引 く 間 引 き ス テ ッ プ と を 有 し 、
　 前 記 注 目 画 素 は 、 前 記 画 像 デ ー タ の エ ッ ジ 部 で は な く 、 該 エ ッ ジ 部 か ら 所 定 の 画 素 離 れ
た 位 置 に あ る こ と を 特 徴 と す る 画 像 処 理 方 法 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 画 像 処 理 装 置 を 制 御 し て 、 請 求 項 11、 請 求 項 12、 請 求 項 17、 請 求 項 18の 何 れ か に 記 載 さ
れ た 画 像 処 理 を 実 現 す る こ と を 特 徴 と す る プ ロ グ ラ ム 。
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【 請 求 項 ２ ０ 】
　 請 求 項 19に 記 載 さ れ た プ ロ グ ラ ム が 記 録 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 記 録 媒 体 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 画 像 処 理 装 置 お よ び そ の 方 法 、 並 び に 、 コ ン ピ ュ ー タ プ ロ グ ラ ム お よ び 記 録 媒
体 に 関 し 、 例 え ば 、 記 録 材 を 用 い て 記 録 媒 体 に 画 像 を 形 成 す る 装 置 に 画 像 デ ー タ を 出 力 す
る 画 像 処 理 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 イ ン ク や ト ナ ー な ど の 記 録 材 を 用 い て 記 録 媒 体 に 画 像 を 印 刷 す る 印 刷 装 置 に お い て 、 記
録 材 の 制 御 は 重 要 で あ る 。 つ ま り 、 記 録 媒 体 に 記 録 材 を 如 何 に 適 切 、 か つ 、 安 定 に 配 置 す
る か が 重 要 で あ る 。 記 録 材 の 配 置 次 第 で 印 刷 の 精 度 、 印 刷 の 再 現 性 、 色 味 の 安 定 性 、 画 像
の 汚 れ 、 裏 映 り な ど は 様 々 な 特 性 を 示 し （ 場 合 に よ っ て は 問 題 を 引 き 起 こ す ） 、 印 刷 結 果
の 品 質 を 左 右 す る と 言 っ て も 過 言 で は な い 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 記 録 媒 体 へ の 記 録 材 の 載 り 量 は 、 上 記 の 特 性 お よ び 問 題 の 中 核 を 成 す 。 と く に 、 画 像 の
べ た 部 分 、 文 字 線 画 部 分 の 載 り 量 は 、 印 刷 装 置 に よ っ て 絶 対 量 の 差 は あ る も の の 、 相 対 的
に 載 り 量 の 差 を 生 じ 易 い 。 印 刷 画 像 の べ た 部 分 と 文 字 線 画 部 分 の 載 り 量 が 異 な る 場 合 、 二
つ の 水 準 を 満 た す よ う な 条 件 を 取 り 辛 く 、 ど ち ら か 一 方 に 無 理 が 生 じ る 。 も し 、 色 味 や 濃
度 と い っ た 画 像 の 特 徴 を 強 く 左 右 す る べ た 部 分 の 載 り 量 を 優 先 す る と 、 文 字 線 画 部 分 が 適
切 に 再 現 で き な い 場 合 が あ る 。 こ れ に よ り 、 文 字 線 画 部 分 が 潰 れ た り 、 記 録 材 が 飛 散 し た
り す る 現 象 の 発 生 が 指 摘 さ れ て い る 。 逆 に 、 文 字 線 画 部 分 の 潰 れ 、 記 録 材 の 飛 散 を 低 減 す
る よ う に 載 り 量 を 設 定 す れ ば 、 べ た 部 分 の 色 味 や 濃 度 が 不 充 分 に な る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 電 子 写 真 式 の 印 刷 装 置 の 場 合 、 感 光 体 電 位 ま た は 現 像 バ イ ア ス な ど 、 エ ン ジ ン の 画 像 形
成 条 件 を 変 更 す れ ば 、 べ た 部 分 と 文 字 線 画 部 分 の 載 り 量 を ど ち ら も 変 化 さ せ る こ と が 可 能
で あ る 。 し か し 、 べ た 部 分 と 文 字 線 画 部 分 の 載 り 量 に は 元 々 違 い が あ る 。 通 常 、 文 字 線 画
部 分 の 載 り 量 が 多 く 、 そ の 載 り 量 比 は 1.5～ 2倍 程 度 に な る 。 こ の よ う な 場 合 、 画 像 形 成 条
件 を 変 更 す る と 、 ほ ぼ 載 り 量 比 を 維 持 し た ま ま べ た 部 分 と 文 字 線 画 部 分 の 載 り 量 が そ れ ぞ
れ 変 化 す る た め 、 ど ち ら か 一 方 に 無 理 が 生 じ る 。 例 え ば 、 べ た 部 分 を 優 先 す れ ば 色 味 、 濃
度 と も 好 ま し い 印 刷 画 像 が 得 ら れ る が 、 文 字 線 画 部 分 の 載 り 量 が べ た 部 分 に 比 べ て 多 く な
る た め 、 印 刷 装 置 の 転 写 部 や 定 着 部 で ト ナ ー の 飛 散 が 発 生 し た り 、 文 字 線 画 部 分 の 潰 れ が
生 じ た り す る 。 逆 に 、 ト ナ ー の 飛 散 や 文 字 線 画 部 分 の 潰 れ を 抑 え る よ う に 載 り 量 を 低 下 さ
せ る と 、 べ た 部 分 の 色 味 や 濃 度 が 薄 く 再 現 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 一 般 に 、 文 字 線 画 部 分 の ト ナ ー 飛 散 や 潰 れ に 比 べ て 、 ベ タ 部 分 の 色 味 や 濃 度 の 再 現 性 の
ほ う が 優 先 さ れ る こ と が 多 い 。 写 真 や 絵 な ど は 、 そ の 品 位 で 画 像 が 判 断 さ れ る 場 合 が 多 い
た め で あ る 。 し か し 、 文 字 描 画 部 分 や エ ッ ジ 部 の ト ナ ー 飛 散 や 文 字 描 画 部 分 の 潰 れ を 抑 え
、 画 質 の 再 現 性 を よ く す る こ と が 求 め ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 特 許 文 献 1で は 、 ト ナ ー の 飛 散 を 低 減 す る た め に 、 画 像 の エ ッ ジ 部 を 検 出 し 、 エ ッ ジ 部
の 最 適 な 濃 度 を 計 算 し て 、 エ ッ ジ 部 の 濃 度 を 変 換 す る 方 法 を 開 示 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 9-65142号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 し か し 、 特 許 文 献 1で は 、 エ ッ ジ 部 の 最 適 な 濃 度 の 計 算 に 大 き な 処 理 負 荷 を 必 要 と し 、
装 置 を 複 雑 化 し 装 置 コ ス ト を 上 昇 さ せ て し ま う 。
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【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 は 、 記 録 材 の 載 り 量 を 容 易 に 制 御 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 は 、 前 記 の 目 的 を 達 成 す る 一 手 段 と し て 、 以 下 の 構 成 を 備 え る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 に か か る 画 像 処 理 は 、 ウ ィ ン ド ウ エ リ ア に 対 応 す る 画 像 デ ー タ が 判 定 パ タ ー ン に
一 致 す る か 否 か を 判 定 し 、 判 定 パ タ ー ン に 一 致 す る ウ ィ ン ド ウ エ リ ア の 所 定 位 置 の 画 素 の
値 を 変 更 す る 画 像 処 理 を 経 た 画 像 デ ー タ を 出 力 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 ウ ィ ン ド ウ エ リ ア に 対 応 す る 画 像 デ ー タ が 判 定 パ タ ー ン に 一 致 す る か 否 か を 判 定
し 、 判 定 パ タ ー ン に 一 致 す る ウ ィ ン ド ウ エ リ ア の 、 置 換 パ タ ー ン に よ っ て 指 定 さ れ る 画 素
の 値 を 変 更 す る 画 像 処 理 を 経 た 画 像 デ ー タ を 出 力 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 画 像 デ ー タ の 対 象 領 域 内 に エ ッ ジ 部 が あ る か 判 定 す る 判 定 ス テ ッ プ と 、 前 記 判 定
ス テ ッ プ に よ っ て 前 記 対 象 領 域 内 に エ ッ ジ 部 が あ る と 判 定 さ れ る と 、 前 記 対 象 領 域 の 注 目
画 素 を 間 引 く 間 引 き ス テ ッ プ と を 有 し 、 前 記 注 目 画 素 は 、 前 記 画 像 デ ー タ の エ ッ ジ 部 で は
な く 、 該 エ ッ ジ 部 か ら 所 定 の 画 素 離 れ た 位 置 に あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 画 像 デ ー タ の 対 象 領 域 が 判 定 パ タ ー ン に 一 致 す る か 否 か を 判 定 す る 判 定 ス テ ッ プ
と 、 前 記 判 定 パ タ ー ン に 一 致 す る 対 象 領 域 の 注 目 画 素 を 間 引 く 間 引 き ス テ ッ プ と を 有 し 、
前 記 注 目 画 素 は 、 前 記 画 像 デ ー タ の エ ッ ジ 部 で は な く 、 該 エ ッ ジ 部 か ら 所 定 の 画 素 離 れ た
位 置 に あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 記 録 材 の 載 り 量 を 容 易 に 制 御 す る こ と が で き 、 例 え ば 、 べ た 部 分 の 色
味 や 濃 度 の 不 足 、 文 字 線 画 部 分 の 潰 れ 、 記 録 材 の 飛 散 を 防 い で 、 高 品 位 な 画 像 を 形 成 す る
画 像 デ ー タ に す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 以 下 、 本 発 明 に か か る 実 施 例 の 画 像 処 理 を 図 面 を 参 照 し て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 実 施 例 1と し て 、 1ラ イ ン 内 側 を 固 定 画 素 数 で 間 引 く 画 像 処 理 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
［ 装 置 の 構 成 ］
　 図 1は 実 施 例 の 印 刷 装 置 の 構 成 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 印 刷 装 置 15は 、 USB(Universal Serial Bus)や IEEE1394な ど の シ リ ア ル バ ス ま た は ネ ッ
ト ワ ー ク な ど に よ り デ ー タ 処 理 装 置 （ ホ ス ト コ ン ピ ュ ー タ ） 1に 接 続 さ れ る 。 ホ ス ト コ ン
ピ ュ ー タ 1は 、 ア プ リ ケ ー シ ョ ン ソ フ ト ウ ェ ア な ど が 作 成 し た デ ー タ を 、 プ リ ン タ ド ラ イ
バ に よ り 、 印 刷 装 置 15の ビ デ オ コ ン ト ロ ー ラ 2が 解 釈 可 能 な 印 刷 デ ー タ に 変 換 し て 印 刷 装
置 15へ 送 る 。 印 刷 装 置 15は 、 印 刷 デ ー タ を 受 信 す る と 、 ビ デ オ コ ン ト ロ ー ラ 2に お い て デ
ー タ の 解 析 、 加 工 を 行 う 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ホ ス ト コ ン ピ ュ ー タ 1が 出 力 す る 印 刷 デ ー タ は 、 ビ デ オ コ ン ト ロ ー ラ 2の デ ー タ 解 析 機 能
に 応 じ て 、 プ リ ン タ 言 語 で 記 述 さ れ た コ マ ン ド デ ー タ 、 ビ デ オ 信 号 を 生 成 す る た め の 最 終
形 態 の 画 像 デ ー タ な ど 様 々 な 形 態 が 存 在 す る が 、 本 実 施 例 は 何 れ の 形 態 の 印 刷 デ ー タ に も
適 用 可 能 で あ る 。 さ ら に 、 ホ ス ト コ ン ピ ュ ー タ 1で は な く 、 ス キ ャ ナ な ど の 画 像 読 取 装 置
か ら 入 力 さ れ る 画 像 デ ー タ 、 ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 様 々 な 機 器 か ら 入 力 さ れ る 画 像 デ ー タ
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（ フ ァ ク シ ミ リ デ ー タ 、 電 子 メ ー ル デ ー タ な ど ） に も 本 実 施 例 は 適 用 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 以 下 で は 、 プ リ ン タ 言 語 で 記 述 さ れ た コ マ ン ド デ ー タ （ 印 刷 デ ー タ ） が ビ デ オ コ ン ト ロ
ー ラ 2に 入 力 さ れ た 場 合 を 説 明 す る が 、 画 像 デ ー タ が 入 力 さ れ た 場 合 は 、 プ リ ン タ 言 語 で
記 述 さ れ た コ マ ン ド を 解 釈 す る 処 理 を 省 略 し て 、 画 像 デ ー タ を 加 工 す る 処 理 を 実 行 す れ ば
よ い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ビ デ オ コ ン ト ロ ー ラ 2の CPU 6は 、 RAM 7を ワ ー ク メ モ リ と し て 、 プ ロ グ ラ ム ROM 5や ハ ー
ド デ ィ ス ク (HD) 12に 格 納 さ れ た 制 御 プ ロ グ ラ ム を 実 行 し 、 シ ス テ ム バ ス 19を 介 し て 後 述
す る 構 成 を 制 御 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 CPU 6は 、 ホ ス ト イ ン タ フ ェ イ ス (I/F) 4に よ っ て 外 部 か ら 受 信 し た 印 刷 デ ー タ を 、 シ ス
テ ム バ ス 19を 経 由 し て 、 RAM 7や HD 12に 格 納 し 、 格 納 し た 印 刷 デ ー タ を 逐 次 取 り 出 し て コ
マ ン ド を 解 析 し 、 必 要 に 応 じ て デ ー タ ROM 9や フ ォ ン ト ROM 8か ら 読 み 出 し た デ ー タ を 使 用
し て 、 印 刷 デ ー タ を 画 像 デ ー タ に レ ン ダ リ ン グ す る 。 CPU 6は 、 印 刷 に 使 用 す る 記 録 媒 体
を 想 定 し た 仮 想 的 な 平 面 空 間 に 対 応 す る 記 憶 領 域 で あ る 描 画 メ モ リ 10に 二 次 元 に 配 置 し た
空 間 座 標 の 各 位 置 に 対 応 す る 画 素 の 集 合 体 と し て 画 像 デ ー タ を 構 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 各 画 素 の 値 （ 表 現 可 能 な 階 調 数 、 濃 度 値 に 対 応 す る ） は 、 そ れ ぞ れ に 割 り 当 て ら れ る デ
ー タ の ビ ッ ト 数 に よ り 範 囲 が 決 ま る 。 一 画 素 に 1ビ ッ ト を 割 り 当 て る 場 合 、 画 素 値 の 取 り
得 る 範 囲 は ‘ 0’ か ‘ 1’ の 何 れ か で あ り 、 画 像 デ ー タ を ビ デ オ 信 号 に 変 換 す る 場 合 は 、 ビ
デ オ 信 号 を 発 生 す る ‘ 1’ か 、 さ せ な い か ‘ 0’ の 何 れ か に な る 。 こ の 場 合 、 当 該 画 素 が 全
く 印 刷 さ れ な い か 、 完 全 な 画 素 面 積 ま た は 最 も 濃 い 濃 度 で 印 刷 さ れ る か の ど ち ら か で あ る
。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 一 画 素 に 8ビ ッ ト を 割 り 当 て る 場 合 、 画 素 値 は 0か ら 255の 間 の 何 れ か を 取 る こ と
が 可 能 に な り 、 画 像 デ ー タ を ビ デ オ 信 号 に 変 換 す る 場 合 も 、 256レ ベ ル の 信 号 を 発 生 す る
こ と が で き る 。 つ ま り 、 こ の 場 合 は 、 全 く 印 刷 さ れ な い レ ベ ル と 、 完 全 に 印 刷 さ れ る レ ベ
ル の 中 間 の レ ベ ル （ 濃 度 ） を 表 現 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 CPU 6は 、 レ ン ダ リ ン グ 後 の 画 像 デ ー タ に 対 し て 、 さ ら に 、 プ ロ グ ラ ム ROM 5に 格 納 さ れ
た 画 像 デ ー タ 加 工 プ ロ グ ラ ム に よ り 画 素 単 位 に 画 像 を 加 工 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 一 般 に 画 像 デ ー タ に 対 す る 様 々 な 処 理 は 、 パ フ ォ ー マ ン ス 的 見 地 か ら ソ フ ト ウ ェ ア 処 理
で は な く 専 用 の I/Oを も つ ハ ー ド ウ ェ ア 回 路 に よ っ て 実 現 す る こ と が 多 い 。 こ の 場 合 、 プ
ロ グ ラ ム ROM 5か ら 呼 び 出 す 処 理 プ ロ グ ラ ム で は な く 、 画 像 処 理 回 路 16を 用 い て 画 像 処 理
を 実 行 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 CPU 6は 、 以 上 の 処 理 に よ っ て 最 終 形 態 に な っ た 画 像 デ ー タ を 、 エ ン ジ ン I/F 11に よ り
ビ デ オ 信 号 に 変 換 し て 、 プ リ ン タ エ ン ジ ン 13に 送 る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 2は エ ン ジ ン I/F 11が 出 力 す る ビ デ オ 信 号 に 基 づ き 、 記 録 媒 体 に 画 像 を 印 刷 す る プ リ
ン タ エ ン ジ ン 13の 概 略 構 成 を 示 す 図 で あ る 。 な お 、 図 2に は 、 プ リ ン タ エ ン ジ ン 13の 一 例
と し て 電 子 写 真 式 の 印 刷 装 置 を 示 す が 、 例 え ば イ ン ク ジ ェ ッ ト 方 式 の 印 刷 装 置 で も よ い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 プ リ ン タ エ ン ジ ン 13は 、 そ の 中 央 部 に 、 感 光 体 と し て 円 筒 状 の 感 光 ド ラ ム 102を 備 え る
。 感 光 ド ラ ム 102は 、 矢 印 Rの 方 向 に 回 転 自 在 に 支 持 さ れ 、 そ の 周 囲 に は 、 そ の 回 転 方 向 に
沿 っ て 順 に 、 感 光 ド ラ ム 102の 電 位 を 消 去 す る 除 電 器 103、 感 光 ド ラ ム 102の 表 面 を 一 様 に
帯 電 す る 一 次 帯 電 器 104、 感 光 ド ラ ム 102の 表 面 を 露 光 し て 静 電 潜 像 を 形 成 す る 露 光 部 105
、 露 光 後 の 感 光 ド ラ ム 102の 電 位 を 測 定 す る 電 位 セ ン サ 106、 静 電 潜 像 に 付 着 さ せ る ト ナ ー
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を 供 給 す る 現 像 器 107、 感 光 ド ラ ム 102に 形 成 さ れ た ト ナ ー 像 を 記 録 媒 体 Pに 転 写 す る 転 写
帯 電 器 108、 感 光 ド ラ ム 102か ら 記 録 媒 体 Pを 分 離 す る 分 離 帯 電 器 109、 お よ び 、 感 光 ド ラ ム
102上 の 残 留 ト ナ ー を 除 去 す る ク リ ー ナ 110が 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 露 光 部 106に お い て 、 ビ デ オ 信 号 に 応 じ て 半 導 体 レ ー ザ 素 子 130が 発 光 し た レ ー ザ
ビ ー ム は 、 ポ リ ゴ ン ミ ラ ー 131に よ り 走 査 さ れ 、 結 像 レ ン ズ 132お よ び 反 射 ミ ラ ー 133を 介
し て 感 光 ド ラ ム 102に 導 か れ 、 感 光 ド ラ ム 102に 静 電 潜 像 を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ト ナ ー 像 の 転 写 先 に な る 記 録 媒 体 Pは 、 感 光 ド ラ ム 102の 下 方 、 つ ま り プ リ ン タ エ ン ジ ン
13の 下 部 に 配 置 さ れ た 給 紙 デ ッ キ 111か ら 供 給 さ れ る 。 給 紙 デ ッ キ 111内 の 記 録 媒 体 Pは 、
給 紙 ロ ー ラ 112に よ っ て プ リ ン タ エ ン ジ ン 113内 に 供 給 さ れ 、 搬 送 ロ ー ラ 113、 レ ジ ス ト ロ
ー ラ 115を 介 し て 、 感 光 ド ラ ム 102と 転 写 帯 電 器 108の 間 に 供 給 さ れ る 。 こ こ で 記 録 媒 体 Pは
ト ナ ー 像 を 転 写 さ れ 、 搬 送 ベ ル ト 116に よ っ て 定 着 器 117に 搬 送 さ れ る 。 定 着 器 117に よ っ
て 加 わ る 熱 お よ び 圧 力 に よ っ て ト ナ ー 像 が 定 着 さ れ た 記 録 媒 体 Pは 、 排 紙 ロ ー ラ 119に よ っ
て 排 紙 ト レ イ 120上 に 排 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 以 上 で 、 外 部 か ら 入 力 さ れ た 印 刷 デ ー タ に 対 応 す る 一 頁 分 の 印 刷 処 理 が 終 了 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
［ 画 像 補 正 ］
　 次 に 、 ビ デ オ コ ン ト ロ ー ラ 2に お け る 処 理 の 過 程 で 画 像 デ ー タ が 生 成 さ れ る 際 に 問 題 と
な る 現 象 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 3は 、 一 定 幅 を も つ 横 線 （ ラ イ ン ） を 描 画 さ れ る 際 に 、 (a)画 像 補 正 し な い 場 合 、 (b)
第 一 の 画 像 補 正 を 行 っ た 場 合 、 (c)第 二 の 画 像 補 正 を 行 っ た 場 合 を 説 明 す る 図 で あ る 。 な
お 、 一 画 素 に 1ビ ッ ト を 割 り 当 て る 二 値 画 像 デ ー タ の 処 理 例 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 3(a)(b)(c)の 左 図 は 、 図 3(a)(b)(c)右 図 に 示 す 印 刷 結 果 の 領 域 dを 拡 大 し た 図 で あ る
。 黒 部 分 は ビ デ オ 信 号 が オ ン 、 白 部 分 は オ フ に 変 換 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 前 述 し た よ う に 、 べ た 部 に お い て 載 り 量 が 適 正 に な る よ う に プ ロ セ ス を 設 定 す る 場 合 、
図 3(a)に 示 す ラ イ ン の よ う に 幅 が 狭 い と 、 ラ イ ン の 載 り 量 は 適 正 量 を 超 過 し 、 図 3(a)の 右
側 に 示 す よ う に 、 画 像 デ ー タ が 存 在 し な い ラ イ ン の 後 端 に ト ナ ー の 飛 散 に よ る 不 要 な 画 像
が 出 現 す る 。 な お 、 図 3に お い て 記 録 紙 は 上 方 に 向 か っ て 搬 送 さ れ 、 図 の 下 側 が 後 端 に あ
た る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 こ の 現 象 を 回 避 す る た め に 、 ラ イ ン 部 に お い て 載 り 量 が 適 正 に な る よ う に プ ロ セ ス を 設
定 す る 方 法 、 印 刷 デ ー タ を 処 理 す る 際 に ラ イ ン に 指 定 さ れ た 色 （ 濃 度 ） 値 を 下 げ て ラ イ ン
部 の 載 り 量 を 下 げ る 方 法 が あ る 。 何 れ も 同 様 の 結 果 が 得 ら れ る 。 図 3(b)に 示 す 例 は 後 者 の
方 法 （ 第 一 の 画 像 補 正 ） に 対 応 す る 。 元 の 画 像 デ ー タ が 図 3(a)の 左 側 の 図 で 表 さ れ る と し
、 ラ イ ン に 指 定 さ れ た 濃 度 値 を 下 げ た 画 像 デ ー タ を 生 成 す る と 、 図 3(b)の 左 側 の 図 の よ う
に な る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 こ こ で は 、 二 値 画 像 デ ー タ を 前 提 と し て い る の で 、 最 大 濃 度 が 指 定 さ れ た 元 の 画 像 デ ー
タ を 、 よ り 低 い 濃 度 値 の 画 像 デ ー タ に 補 正 す る と 、 デ ィ ザ 処 理 な ど に よ っ て 擬 似 中 間 調 処
理 が 施 さ れ 、 ラ イ ン に 相 当 す る 画 像 デ ー タ は 中 間 調 デ ー タ に な る 。 こ の 中 間 調 デ ー タ を 実
際 に 印 刷 す る と 図 3(b)の 右 側 の 図 の よ う に な る 。 こ の 結 果 、 ラ イ ン の 後 端 に ト ナ ー の 飛 散
に よ る 不 要 な 画 像 は 出 現 し な い が 、 ラ イ ン 全 体 の 濃 度 が 下 が り 、 本 来 は べ た で 印 刷 さ れ る
べ き ラ イ ン が 中 間 調 画 像 と し て 印 刷 さ れ る 。 つ ま り 、 第 一 の 画 像 補 正 は 、 印 刷 結 果 の 品 位
低 下 を 招 き 、 ま た 、 印 刷 デ ー タ の 忠 実 な 再 現 で は な い た め 、 最 適 な 手 法 と は 言 え な い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
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　 次 に 、 第 二 の 画 像 補 正 は 、 印 刷 デ ー タ に 指 定 さ れ た 濃 度 値 で ラ イ ン の 画 像 デ ー タ を 生 成
し 、 さ ら に 、 ラ イ ン 部 の 特 定 の 位 置 に あ る 画 素 を 画 像 デ ー タ か ら 抽 出 し 、 特 定 位 置 に あ る
画 素 に 間 引 き な ど の 処 理 を 施 す （ 図 3(c)の 左 側 の 図 ） 。 こ れ に よ り 、 特 定 位 置 の 画 素 は 、
画 像 デ ー タ を ビ デ オ 信 号 へ 変 換 す る 際 に 元 の オ ン 状 態 （ 黒 ま た は 色 画 素 ） か ら オ フ 状 態 （
白 画 素 ） に 変 換 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 第 二 の 画 像 補 正 を 用 い れ ば 、 載 り 量 過 多 に よ る ト ナ ー の 飛 散 を 効 果 的 に 抑 制 す る こ と が
で き る 画 素 だ け を 操 作 し て 、 他 の 画 素 は 元 の ま ま と す る こ と が 可 能 に な る 。 従 っ て 、 図 3(
c)の 右 側 の 図 に 示 す よ う に 、 印 刷 画 像 の ラ イ ン の 濃 度 値 を 保 持 し な が ら 、 か つ 、 ト ナ ー の
飛 散 に よ る 不 要 な 画 像 の 出 現 を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
［ 画 素 の 置 き 換 え ］
　 図 4は 上 記 の 第 二 の 画 像 補 正 （ 画 素 の 置 き 換 え ） を 行 う 画 像 処 理 部 の 構 成 例 を 示 す ブ ロ
ッ ク 図 で 、 図 1に 示 す 画 像 処 理 回 路 16の 一 部 に 相 当 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 ま ず 、 入 力 さ れ る 二 値 画 像 デ ー タ の う ち 、 第 二 の 画 像 補 正 の 対 象 外 の 画 像 デ ー タ Aは 、
遅 延 回 路 161を 経 て 直 接 、 画 素 置 換 部 166に 送 ら れ る 。 こ の 場 合 、 画 素 の 置 き 換 え は 発 生 せ
ず 、 画 素 置 換 部 166は 入 力 デ ー タ Aと 一 致 す る 出 力 デ ー タ Eを 出 力 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 一 方 、 第 二 の 画 像 補 正 の 処 理 対 象 の 画 像 デ ー タ は 、 遅 延 回 路 161を 経 て パ タ ー ン マ ッ チ
ン グ 部 163に 入 力 さ れ る 。 パ タ ー ン マ ッ チ ン グ 部 163は 、 特 徴 パ タ ー ン メ モ リ 162か ら 判 定
用 パ タ ー ン を 読 み 出 し 、 入 力 デ ー タ が 判 定 用 パ タ ー ン に 一 致 す る か 否 か 判 定 し 、 一 致 す る
と 判 定 し た 場 合 は 、 置 換 画 素 入 力 部 165に 3ビ ッ ト の 信 号 Bを 出 力 す る 。 ま た 、 パ タ ー ン マ
ッ チ ン グ 部 163は 、 判 定 用 パ タ ー ン に 一 致 し な い と 判 定 と 判 定 し た 場 合 は 、 当 該 入 力 デ ー
タ Cを 画 素 置 換 部 166へ 出 力 す る 。 こ の 場 合 、 画 素 の 置 き 換 え は 発 生 せ ず 、 画 素 置 換 部 166
は 入 力 デ ー タ Cと 一 致 す る 出 力 デ ー タ Eを 出 力 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 他 方 、 パ タ ー ン マ ッ チ ン グ 部 163か ら 信 号 Bを 入 力 し た 置 換 画 素 入 力 部 165は 、 置 換 画 素
メ モ リ 164か ら 置 換 デ ー タ Dを 取 り 出 し 、 画 素 置 換 部 166へ 出 力 す る 。 こ の 場 合 、 画 素 置 換
部 166は 、 入 力 し た 置 換 デ ー タ Dを 出 力 デ ー タ Eと し て 出 力 す る 。 つ ま り 、 画 素 の 置 き 換 え
が 発 生 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 な お 、 図 4に 示 す 構 成 は 、 ハ ー ド ウ ェ ア に て 実 現 し て も よ い し 、 ま た 、 各 構 成 を モ ジ ュ
ー ル と す る ソ フ ト ウ ェ ア に よ っ て 実 現 し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 な お 、 二 値 画 像 デ ー タ の 場 合 は 、 黒 画 素 を 白 画 素 に 置 き 換 え る だ け だ か ら 、 置 換 画 素 メ
モ リ 164や 置 換 画 素 入 力 部 165は な く て も よ い が 、 二 値 以 外 の 画 像 デ ー タ を 処 理 す る 場 合 は
、 白 画 素 と し て 目 立 た な い 程 度 の 濃 度 を 与 え る 画 像 デ ー タ を 置 き 換 え る こ と が 望 ま し く 。
そ の 場 合 、 置 換 画 素 メ モ リ 164に 格 納 し て お き 、 置 換 画 素 入 力 部 165に よ っ て 読 み 出 す こ と
に な る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 図 5は 画 素 の 置 き 換 え を 詳 細 に 説 明 す る 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 図 5は 画 素 の 置 き 換 え 対 象 の 画 像 デ ー タ の 後 端 を 拡 大 し て 示 す 図 で あ る 。 図 5(a)は 補 正
前 を 、 図 5(b)は 補 正 後 を 示 し 、 黒 部 分 は 黒 ま た は 色 画 素 領 域 （ 以 下 「 黒 画 素 領 域 」 と 呼 ぶ
） 、 白 部 分 は 白 画 素 領 域 で あ る 。 ま た 、 図 5(a)に お い て 、 黒 画 素 領 域 と 白 画 素 領 域 の 境 界
が ラ イ ン の 後 端 部 を 形 成 す る エ ッ ジ で あ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 図 5(a)に 示 す エ ッ ジ を 保 存 し つ つ 、 黒 画 素 領 域 の 後 端 に 載 っ た ト ナ ー の 飛 散 を 防 ぐ た め
に 、 後 端 か ら 一 画 素 内 側 に 入 っ た 部 分 の 黒 ま た は 色 画 素 （ 以 下 「 黒 画 素 」 と 呼 ぶ ） が 間 引
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き 対 象 に な る よ う に 処 理 を 規 定 す る 。 ま た 、 当 該 部 分 の 黒 画 素 を す べ て 間 引 く （ 白 画 素 に
変 換 す る ） と 、 ラ イ ン の 後 端 の 内 側 に 白 線 が 発 生 し て 画 質 劣 化 が 顕 在 化 す る た め 、 視 覚 的
に 影 響 が な い 範 囲 の 間 引 き に な る よ う に 、 当 該 部 分 に 対 応 す る 走 査 ラ イ ン 上 の ど の 画 素 を
間 引 く か を 規 定 す る 。 例 え ば 、 走 査 ラ イ ン 上 の 画 素 を 一 画 素 お き に 間 引 く と 規 定 す る 。 こ
れ ら の 規 定 に よ り 、 第 二 の 画 像 補 正 を 行 っ た 画 像 デ ー タ は 図 5(b)に 示 す よ う に な る 。 こ こ
で 、 間 引 く と は 、 黒 画 素 を 白 画 素 に 変 換 す る 処 理 を い う が 、 二 値 以 外 の 画 像 デ ー タ の 場 合
、 黒 画 素 を グ レ ー 色 あ る い は 白 画 素 と し て 目 立 た な い 程 度 の 濃 度 を も っ た 色 に 変 換 す る 処
理 も 間 引 く と い う 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 図 5(b)に 示 す 画 像 デ ー タ は 、 一 画 素 お き に 白 画 素 が 並 ぶ た め 、 当 該 走 査 ラ イ ン の 載 り 量
が 削 減 さ れ る 。 実 際 に 印 刷 し た 結 果 は 、 ラ イ ン の 後 端 以 外 は 元 の 印 刷 デ ー タ と 変 わ ら ず 、
ま た 、 間 引 き を 行 っ た 走 査 ラ イ ン も 、 周 囲 の 黒 画 素 の 影 響 に よ り 、 白 画 素 を 視 認 で き な い
程 度 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 図 6は 、 上 記 の 間 引 き 処 理 を 行 う た め に 、 図 4に 示 す 特 徴 パ タ ー ン メ モ リ 162に 格 納 す る
判 定 用 パ タ ー ン の 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 ラ イ ン に 代 表 さ れ る 載 り 量 制 限 の 対 象 に な る 画 像 デ ー タ （ 領 域 ） や 、 対 象 画 像 デ ー タ の
ど の 位 置 の 黒 画 素 を ど れ だ け 間 引 く か の 基 準 （ 間 引 き 量 ） は 、 プ リ ン タ エ ン ジ ン 13の プ ロ
セ ス 条 件 に よ り 様 々 で あ る 。 対 象 画 像 デ ー タ や 間 引 き 量 は プ リ ン タ エ ン ジ ン 13の 特 性 か ら
規 定 し 、 実 際 に 使 用 す る 判 定 用 パ タ ー ン も 、 上 記 に 基 づ き 作 成 す る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 図 6は 、 記 録 紙 の 搬 送 方 向 （ 副 走 査 方 向 、 図 の 上 か ら 下 に 向 か う 方 向 ） に 連 続 す る 黒 画
素 が 五 画 素 以 上 、 主 走 査 方 向 に 連 続 す る 黒 画 素 が 三 画 素 以 上 あ り 、 こ の 黒 画 素 領 域 の 後 端
に 隣 接 し て 白 画 素 領 域 が 少 な く と も 一 画 素 分 存 在 す る 画 像 を 抽 出 す る パ タ ー ン を 示 す 。 そ
し て 、 抽 出 画 像 に 対 し て 、 下 か ら 三 行 目 、 左 か ら 二 列 目 の 位 置 に あ る 、 太 枠 で 囲 ん だ 画 素
が 置 換 対 象 の 注 目 画 素 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 図 6に 示 す 判 定 用 パ タ ー ン を 用 い る と 、 幅 四 画 素 以 下 の 黒 ま た は 色 水 平 線 は 画 素 の 置 き
換 え は 行 わ ず 、 幅 五 画 素 以 上 の 黒 ま た は 色 水 平 線 は 注 目 画 素 を 置 き 換 え る 。 勿 論 、 画 素 の
置 き 換 え を 適 用 す る 画 像 を ラ イ ン に 限 定 す る わ け で は な く 、 副 走 査 方 向 に 五 画 素 以 上 、 か
つ 、 主 走 査 方 向 に 三 画 素 以 上 の 黒 画 素 領 域 を も ち 、 黒 画 素 領 域 の 後 端 に 隣 接 し て 白 画 素 領
域 が 少 な く と も 一 画 素 分 存 在 す る 画 像 は 、 注 目 画 素 の 置 き 換 え が 発 生 す る 。 つ ま り 、 文 字
や 一 般 図 形 な ど の 輪 郭 部 に も 間 引 き 処 理 が 機 能 す る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
［ 間 引 き 処 理 ］
　 図 7は 上 記 の 間 引 き 処 理 の ア ル ゴ リ ズ ム を 説 明 す る フ ロ ー チ ャ ー ト で 、 画 像 処 理 回 路 16
が 実 行 す る 処 理 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 ま ず 、 パ タ ー ン マ ッ チ ン グ を 行 う 際 の 画 像 デ ー タ の 高 さ に 相 当 す る 判 定 対 象 ラ イ ン 数 M
の 指 定 を 受 け 付 け る (S901)。 判 定 対 象 ラ イ ン 数 Mは 、 判 定 ウ ィ ン ド ウ の 高 さ に 相 当 し 、 図 6
に 示 す 判 定 用 パ タ ー ン で は M=6で あ る 。 続 い て 、 置 き 換 え の 対 象 に な る 注 目 画 素 の 位 置 の
指 定 を 受 け 付 け る (S902)。 注 目 画 素 の 位 置 は 判 定 ウ ィ ン ド ウ エ リ ア の 座 標 (m, n)で 指 定 す
る が 、 原 点 を 左 上 と す る と 、 図 6に 示 す 判 定 用 パ タ ー ン で は (m, n)=(2, 4)で あ る 。 判 定 対
象 ラ イ ン 数 お よ び 注 目 画 素 の 位 置 は 、 ユ ー ザ が パ ネ ル 部 14を 操 作 し て 入 力 し て も よ い し 、
CPU 6が HD 12な ど に 記 録 さ れ た 判 定 対 象 ラ イ ン 数 お よ び 注 目 画 素 の 位 置 を 入 力 し て も よ い
。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 次 に 、 特 徴 パ タ ー ン メ モ リ 162か ら 判 定 用 パ タ ー ン を 読 み 込 み (S903)、 描 画 メ モ リ 10か
ら 読 み 込 ん だ ラ イ ン の 数 を 判 定 す る た め の 変 数 Lに 判 定 対 象 ラ イ ン 数 Mを 設 定 し (S904)、 補
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正 フ ラ グ Fを ‘ 0’ に 初 期 化 す る (S905)。 本 実 施 例 で は 、 ウ ィ ン ド ウ エ リ ア の 画 像 が 判 定 用
パ タ ー ン に 一 致 す る す べ て の 注 目 画 素 を 置 き 換 え る の で は な く 、 同 一 走 査 ラ イ ン 上 の 画 素
に 対 し て 一 画 素 お き に 置 き 換 え を 行 う た め 、 直 前 の 注 目 画 素 を 置 き 換 え た か 否 か を 示 す 補
正 フ ラ グ が 必 要 に な る 。 補 正 フ ラ グ が ‘ 0’ の 場 合 は 、 注 目 画 素 を 含 む ウ ィ ン ド ウ エ リ ア
と 判 定 用 パ タ ー ン と の 比 較 を 行 い 、 一 致 す れ ば 注 目 画 素 を 置 き 換 え て 補 正 フ ラ グ を 反 転 す
る 。 ま た 、 補 正 フ ラ グ が ‘ 1’ の 場 合 は 判 定 用 パ タ ー ン と 一 致 す る 画 像 の 場 合 も 注 目 画 素
の 置 き 換 え を 行 わ ず に 補 正 フ ラ グ を 反 転 す る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 次 に 、 描 画 メ モ リ 10に 格 納 さ れ た 画 像 デ ー タ を 、 指 定 さ れ た 判 定 対 象 ラ イ ン 数 Mだ け 二
つ の ラ イ ン メ モ リ に 読 み 込 む (S906)。 ラ イ ン メ モ リ は 、 RAM 7や 、 画 像 処 理 回 路 16内 の 記
憶 領 域 な ど に 割 り 当 て る 。 判 定 用 の ラ イ ン メ モ リ に 読 み 込 ん だ 高 さ Mの 画 像 デ ー タ に 対 し
て 、 画 像 の 原 点 （ 左 上 ） と 判 定 ウ ィ ン ド ウ の 原 点 （ 左 上 ） を 一 致 さ せ て パ タ ー ン マ ッ チ ン
グ を 開 始 し 、 主 走 査 方 向 に 一 画 素 ず つ ウ ィ ン ド ウ エ リ ア を 移 動 し て パ タ ー ン マ ッ チ ン グ を
行 う 。 従 っ て 、 ウ ィ ン ド ウ エ リ ア の 左 端 を ラ イ ン メ モ リ の 画 像 デ ー タ の 左 端 に 設 定 す る (S
907)。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 続 い て 、 補 正 フ ラ グ Fが ‘ 0’ か 否 か を 判 定 し (S908)、 F=‘ 1’ の 場 合 は 補 正 フ ラ グ Fを 反
転 し (S913)、 処 理 を ス テ ッ プ S914へ 進 め る 。 ま た 、 F=‘ 0’ の 場 合 は 判 定 用 パ タ ー ン と ウ
ィ ン ド ウ エ リ ア の 画 像 を 比 較 し (S909)、 一 致 す る か 否 か を 判 定 し (S910)、 一 致 し な い 場 合
は 処 理 を ス テ ッ プ S914へ 進 め る 。 ま た 、 一 致 す る 場 合 は 、 置 換 画 素 メ モ リ 164か ら 置 換 デ
ー タ を 読 み 込 み (S911)、 注 目 画 素 に 対 応 す る 、 置 換 用 の ラ イ ン メ モ リ の 画 素 を 置 き 換 え (S
912)、 補 正 フ ラ グ Fを 反 転 し (S913)、 処 理 を ス テ ッ プ S914へ 進 め る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 ス テ ッ プ S914で は 、 ラ イ ン メ モ リ に 読 み 込 ん だ 画 像 デ ー タ に 、 次 の 注 目 画 素 が 存 在 す る
か 否 か を 判 定 し (S914)、 存 在 す る 場 合 は ウ ィ ン ド ウ エ リ ア を 主 走 査 方 向 に 一 画 素 分 移 動 し
(S915)、 処 理 を ス テ ッ プ S908へ 戻 す 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 ま た 、 次 の 注 目 画 素 が 存 在 し な い （ つ ま り 、 ウ ィ ン ド ウ エ リ ア の 右 端 が ラ イ ン メ モ リ の
画 像 デ ー タ の 右 端 に 達 し た ） 場 合 は 、 変 数 Lと 描 画 メ モ リ 10に 格 納 さ れ た 画 像 デ ー タ の ラ
イ ン 数 Yを 比 較 し て (S916)、 L＜ Yで あ れ ば ラ イ ン メ モ リ の 画 像 デ ー タ を 1ラ イ ン シ フ ト し て
、 最 下 部 の ラ イ ン （ 副 走 査 方 向 の 先 頭 の ラ イ ン ） に 描 画 メ モ リ 10か ら 1ラ イ ン 分 の 画 像 デ
ー タ を 読 み 込 む (S917)。 ま た 、 L=Yの 場 合 は 、 同 様 に 1ラ イ ン シ フ ト し て 、 未 読 の ラ イ ン が
存 在 し な い の で 最 下 部 の ラ イ ン に 白 画 素 デ ー タ を 書 き 込 む (S918)。 こ れ は 、 画 像 デ ー タ の
最 下 部 に 黒 画 素 領 域 が あ る 場 合 の 対 処 で あ る 。 ま た 、 置 換 用 の ラ イ ン メ モ リ の 最 上 部 の ラ
イ ン （ 副 走 査 方 向 の 後 端 の ラ イ ン ） か ら ラ イ ン シ フ ト に よ り 吐 き 出 さ れ る 1ラ イ ン 分 の 画
像 デ ー タ は 、 間 引 き 処 理 が 終 了 し た 画 像 デ ー タ と し て 例 え ば 画 像 処 理 回 路 16の メ モ リ な ど
に 格 納 す る 。 そ の 後 、 変 数 Lを イ ン ク リ メ ン ト し て (S919)、 処 理 を ス テ ッ プ S908へ 戻 す 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 ま た 、 L＞ Yの 場 合 は 、 置 換 用 の ラ イ ン メ モ リ の 最 下 部 の ラ イ ン を 除 く デ ー タ を 例 え ば 画
像 処 理 回 路 16の メ モ リ な ど に 格 納 し て 処 理 を 終 了 す る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 上 記 の 処 理 に よ り 、 判 定 用 パ タ ー ン に 一 致 す る 画 素 配 置 を も つ 領 域 、 図 6の 判 定 用 パ タ
ー ン で あ れ ば 高 さ 五 画 素 以 上 、 幅 三 画 素 以 上 の 黒 画 素 領 域 で 、 少 な く と も 1ラ イ ン の 白 画
素 領 域 と 境 界 を も つ 領 域 の 、 境 界 部 か ら 一 画 素 分 の 黒 画 素 を 残 し て 、 そ の 内 側 の 黒 画 素 を
、 主 走 査 方 向 に 一 画 素 お き に 白 画 素 に 置 き 換 え る 間 引 き 処 理 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 な お 、 置 換 対 象 の 注 目 画 素 の 位 置 は 、 上 記 の 説 明 や 図 6に 限 定 さ れ る わ け で は な く 、 判
定 用 パ タ ー ン 、 ま た は 、 補 正 フ ラ グ Fの 設 定 を 変 更 す る こ と で 、 任 意 の 位 置 を 設 定 す る こ
と が 可 能 で あ る 。 例 え ば 、 補 正 フ ラ グ Fを 複 数 ビ ッ ト に す れ ば 置 き 換 え な い 画 素 数 を カ ウ
ン ト し て 、 例 え ば 二 画 素 お き 、 三 画 素 お き に 一 画 素 を 間 引 く 処 理 も 可 能 で あ る 。
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【 ０ ０ ６ ６ 】
　 ま た 、 判 定 用 パ タ ー ン と ウ ィ ン ド ウ エ リ ア の 画 像 を 比 較 し 、 一 致 す る か ど う か に 応 じ て
置 換 対 象 エ リ ア を 決 め た が 、 判 定 用 パ タ ー ン を 用 い ず に 、 ウ ィ ン ド ウ エ リ ア に 対 し て エ ッ
ジ 部 判 定 処 理 を 行 っ て 置 換 対 象 エ リ ア を 決 め て も よ い 。 エ ッ ジ 部 判 定 処 理 と し て 、 例 え ば
、 ウ ィ ン ド ウ エ リ ア の 中 央 の 画 素 値 と ウ ィ ン ド ウ エ リ ア 内 の 残 り 画 素 （ 中 央 の 画 素 以 外 ）
の 平 均 値 を 比 較 し 、 差 が 所 定 値 以 上 で あ れ ば 、 ウ ィ ン ド ウ エ リ ア の 中 央 の 画 素 を エ ッ ジ と
判 定 す る 処 理 が あ る 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 以 下 、 本 発 明 に か か る 実 施 例 2の 画 像 処 理 を 説 明 す る 。 な お 、 実 施 例 2に お い て 、 実 施 例
1と 略 同 様 の 構 成 に つ い て は 、 同 一 符 号 を 付 し て 、 そ の 詳 細 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 実 施 例 1で 説 明 し た 画 像 補 正 は 、 1ス キ ャ ン ラ イ ン 内 で 置 換 す る 画 素 の 位 置 を 制 御 し た 。
実 施 例 2で は 、 実 施 例 1の 構 成 を 用 い て 、 複 数 の ス キ ャ ン ラ イ ン に 亘 っ て 置 換 す る 画 素 の 位
置 を 制 御 す る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 実 施 例 1で は 、 黒 画 素 領 域 と 白 画 素 領 域 の 境 界 か ら 一 画 素 部 内 側 の ス キ ャ ン ラ イ ン を 間
引 き 処 理 の 対 象 ラ イ ン と し た が 、 さ ら に 載 り 量 を 削 減 し た い 場 合 は 1ス キ ャ ン ラ イ ン 上 で
間 引 く 画 素 の 数 を 増 や す こ と に な る 。 し か し 、 1ス キ ャ ン ラ イ ン 上 で 間 引 く 画 素 の 数 を 増
せ ば 白 画 素 が 視 認 可 能 に な る 場 合 が あ り 、 画 像 品 位 の 劣 化 を 招 く 。 そ こ で 、 実 施 例 2で は
、 複 数 の ス キ ャ ン ラ イ ン を 間 引 き 処 理 の 対 象 ラ イ ン と し て 、 置 換 す る 画 素 の 位 置 を 制 御 す
る こ と で 、 画 像 品 位 の 低 下 を 抑 え つ つ 、 載 り 量 の 削 減 効 果 を 向 上 す る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
［ 画 素 の 置 き 換 え ］
　 図 8は 実 施 例 2の 画 素 の 置 き 換 え を 詳 細 に 説 明 す る 図 で 、 画 素 の 置 き 換 え 対 象 の 画 像 デ ー
タ の 後 端 を 拡 大 し て 、 図 8(a)は 補 正 前 を 、 図 8(b)(c)は 補 正 後 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 図 8(a)に 示 す 画 像 デ ー タ に 対 し て 、 図 8(b)は 、 境 界 部 の ス キ ャ ン ラ イ ン Ynか ら 一 画 素 内
側 の ス キ ャ ン ラ イ ン Yn-1上 の 黒 画 素 を 一 画 素 お き に 白 画 素 に 置 き 換 え 、 さ ら に 、 も う 一 画
素 内 側 の ス キ ャ ン ラ イ ン Yn-2上 で 、 Yn-1で は 置 き 換 え な か っ た X座 標 位 置 の 黒 画 素 を 白 画
素 に 置 き 換 え る 例 を 示 し て い る 。 さ ら に 、 図 8(c)は 、 さ ら に 、 も う 一 画 素 内 側 の ス キ ャ ン
ラ イ ン Yn-3で 、 Yn-1で 置 き 換 え 、 Yn-2で 置 き 換 え な か っ た X座 標 位 置 の 黒 画 素 を 白 画 素 に
置 き 換 え る 例 を 示 し て い る 。 こ の よ う な 置 換 を 行 う こ と に よ り 、 載 り 量 の 削 減 量 を 増 加 さ
せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 こ の 置 換 を 実 現 す る た め に 、 注 目 画 素 の 座 標 を (Xm, Yn-1)と し て 、 X座 標 Xmが 偶 数 の 場
合 は 境 界 部 か ら 一 画 素 内 側 の 黒 画 素 （ つ ま り 注 目 画 素 ） お よ び 三 画 素 内 側 の 黒 画 素 （ 座 標
(Xm, Yn-3)） を 置 き 換 え 、 Xmが 奇 数 の 場 合 は 境 界 部 か ら 二 画 素 内 側 の 黒 画 素 （ 座 標 (Xm, Y
n-2)） を 置 き 換 え る と 規 定 す る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 例 え ば 、 あ る 注 目 画 素 D(Xm, Yn-1)の ウ ィ ン ド ウ エ リ ア が 図 6に 示 す 判 定 パ タ ー ン に 一 致
し 、 Xmが 奇 数 の 場 合 は 、 図 9の 左 側 に 示 す 、 エ ッ ジ 部 の 2ラ イ ン 内 側 を 制 御 す る パ タ ー ン で
、 図 9の 右 側 に 示 す よ う に 太 枠 で 囲 ん だ 画 素 (Xm, Yn-2)を 置 き 換 え る 。 ま た 、 Xmが 偶 数 の
場 合 は 、 図 10の 左 側 に 示 す 、 エ ッ ジ 部 の 3ラ イ ン 内 側 を 制 御 す る パ タ ー ン で 、 図 10の 右 側
に 示 す よ う に 太 枠 で 囲 ん だ 画 素 (Xm, Yn-3)を 置 き 換 え る 。 こ の よ う に 、 一 つ の ウ ィ ン ド ウ
エ リ ア に 対 し て 複 数 の パ タ ー ン で 置 き 換 え を 行 う こ と で 、 ス キ ャ ン ラ イ ン ご と の 間 引 き 処
理 を 制 御 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 こ の 方 法 に よ れ ば 、 一 つ の ウ ィ ン ド ウ エ リ ア に 対 し て 、 次 の 処 理 を 実 行 す る こ と が で き
る 。
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　 　 　 　 注 目 画 素 D(Xm,　 Yn-1)の Xmが 偶 数 の 場 合
　 　 　 　 　 1. エ ッ ジ 部 の 1ラ イ ン 内 側 を 制 御 （ 図 6参 照 ）
　 　 　 　 　 2. エ ッ ジ 部 の 3ラ イ ン 内 側 を 制 御 （ 図 10参 照 ）
　 　 　 　 注 目 画 素 D(Xm, Yn-1)の Xmが 奇 数 の 場 合
　 　 　 　 　 3. エ ッ ジ 部 の 2ラ イ ン 内 側 を 制 御 （ 図 9参 照 ）
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 つ ま り 、 注 目 画 素 の 主 走 査 方 向 の 位 置 に 応 じ て 適 用 す る 画 素 の 置 換 用 パ タ ー ン を 切 り 替
え る こ と で 、 図 8(c)に 示 す 間 引 き 処 理 が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
［ 間 引 き 処 理 ］
　 図 11は 実 施 例 2の 間 引 き 処 理 の ア ル ゴ リ ズ ム を 説 明 す る フ ロ ー チ ャ ー ト で 、 画 像 処 理 回
路 16が 実 行 す る 処 理 で あ る 。 な お 、 図 7と 同 じ 処 理 に は 同 一 符 号 を 付 し て 、 詳 細 説 明 を 省
略 す る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 ま ず 、 判 定 対 象 ラ イ ン 数 Mの 指 定 (S901)お よ び 注 目 画 素 の 位 置 の 指 定 (S902)を 受 け 付 け
た 後 、 置 換 用 パ タ ー ン 数 の 指 定 を 受 け 付 け (S931)、 特 徴 パ タ ー ン メ モ リ 162か ら 判 定 用 パ
タ ー ン 、 お よ び 、 指 定 さ れ た 数 の 置 換 用 パ タ ー ン を 読 み 込 む (S932)。 置 換 用 パ タ ー ン 数 は
、 ユ ー ザ が パ ネ ル 部 14を 操 作 し て 入 力 し て も よ い し 、 CPU 6が HD 12な ど に 記 録 さ れ た 置 換
用 パ タ ー ン 数 を 入 力 し て も よ い 。 な お 、 置 換 用 パ タ ー ン 数 と し て 例 え ば 「 1」 「 2」 「 3」
が 指 定 可 能 で あ る が 、 例 え ば 、 「 1」 が 指 定 さ れ る と 図 6に 示 す パ タ ー ン を 、 「 2」 が 指 定
さ れ る と 図 6お よ び 9に 示 す パ タ ー ン を 、 「 3」 が 指 定 さ れ る と 図 6、 9お よ び 10に 示 す パ タ
ー ン を そ れ ぞ れ 読 み 込 む 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 次 に 、 変 数 Lに 判 定 対 象 ラ イ ン 数 Mを 設 定 し (S904)、 描 画 メ モ リ 10に 格 納 さ れ た 画 像 デ ー
タ を 、 指 定 さ れ た 判 定 対 象 ラ イ ン 数 Mだ け 二 つ の ラ イ ン メ モ リ に 読 み 込 み (S906)、 ウ ィ ン
ド ウ エ リ ア の 左 端 を ラ イ ン メ モ リ の 画 像 デ ー タ の 左 端 に 設 定 す る (S907)。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 続 い て 、 判 定 用 パ タ ー ン と ウ ィ ン ド ウ エ リ ア の 画 像 を 比 較 し (S909)、 一 致 す る か 否 か を
判 定 し (S910)、 一 致 し な い 場 合 は 処 理 を ス テ ッ プ S914へ 進 め る 。 ま た 、 一 致 す る 場 合 は 、
注 目 画 素 の 主 走 査 方 向 の 位 置 Xmを 判 定 し (S933)、 奇 数 で あ れ ば 奇 数 位 置 用 の 置 換 パ タ ー ン
（ 例 え ば 図 9） に 従 い 、 置 換 用 の ラ イ ン メ モ リ の 画 素 を 置 き 換 え (S934)、 偶 数 で あ れ ば 偶
数 位 置 用 の 置 換 パ タ ー ン （ 例 え ば 図 6、 あ る い は 、 図 6お よ び 10） に 従 い 、 置 換 用 の ラ イ ン
メ モ リ の 画 素 を 置 き 換 え (S935)、 処 理 を ス テ ッ プ S914へ 進 め る 。 な お 、 置 換 用 パ タ ー ン 数
と し て 「 1」 が 指 定 さ れ 、 Xmが 奇 数 の 場 合 は 画 素 の 置 き 換 え を 行 わ な い 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 ス テ ッ プ S914以 降 の 処 理 は 、 図 7で 説 明 し た 処 理 と ほ ぼ 同 じ で あ る 。 た だ し 、 ス テ ッ プ S
915で ウ ィ ン ド ウ エ リ ア を 主 走 査 方 向 に 一 画 素 分 移 動 し た 後 は 、 処 理 を ス テ ッ プ S909に 戻
す 点 が 異 な る 。
【 実 施 例 ３ 】
【 ０ ０ ８ １ 】
　 以 下 、 本 発 明 に か か る 実 施 例 3の 画 像 処 理 を 説 明 す る 。 な お 、 実 施 例 3に お い て 、 実 施 例
1と 略 同 様 の 構 成 に つ い て は 、 同 一 符 号 を 付 し て 、 そ の 詳 細 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 図 12は 実 施 例 3の I画 素 の 置 き 換 え 方 法 を 説 明 す る 図 で 、 画 素 の 置 き 換 え 対 象 の 画 像 デ ー
タ の 後 端 を 拡 大 し て 、 図 12(a)は 補 正 前 を 、 図 12(b)は 補 正 後 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 図 12(a)に 示 す 画 像 デ ー タ に 対 し て 、 図 12(b)は 、 境 界 部 の ス キ ャ ン ラ イ ン Ynか ら 一 お よ
び 二 画 素 内 側 の ス キ ャ ン ラ イ ン Yn-1お よ び Yn-2上 の 四 つ の 黒 画 素 （ Xmお よ び Xm+1） を 二 画
素 お き に 白 画 素 に 置 き 換 え る 例 を 示 し て い る 。 こ の 置 換 パ タ ー ン は 、 と く に 高 解 像 度 の 画
像 デ ー タ に 対 し て 、 前 述 し た 一 画 素 単 位 の 置 き 換 え で は 実 質 的 な 効 果 が 得 ら れ な い よ う な
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場 合 に 有 効 で あ る 。 つ ま り 、 実 施 例 1で 説 明 し た 間 引 き 処 理 を 300dpiの 画 像 デ ー タ に 施 し
た 場 合 と 同 じ 効 果 を 、 600dpiの 画 像 デ ー タ で 得 た い 場 合 に 有 効 で あ る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 こ の 置 換 を 実 現 す る た め に 、 注 目 画 素 を 四 画 素 (Xm, Yn-1)(Xm, Yn-2)(Xm+1, Yn-1)(Xm+
1, Yn-2)と す る 図 13の 左 側 に 示 す 判 定 用 パ タ ー ン を 用 意 し 、 ウ ィ ン ド ウ エ リ ア の 画 像 デ ー
タ が 判 定 用 パ タ ー ン に に 一 致 す る 場 合 、 図 13の 右 側 に 示 す よ う に 太 枠 で 囲 ん だ 四 画 素 （ 注
目 画 素 ） を 置 き 換 え る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 図 13に 示 す 判 定 用 パ タ ー ン に よ る 間 引 き 処 理 を 行 う に は 、 図 7に 示 す ス テ ッ プ S915に お
い て 、 ウ ィ ン ド エ リ ア を 主 走 査 方 向 に 二 画 素 分 移 動 す れ ば よ い 。 な お 、 補 正 フ ラ グ Fは 直
前 の 四 画 素 を 置 き 換 え た か 否 か を 示 す 。
【 実 施 例 ４ 】
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 以 下 、 本 発 明 に か か る 実 施 例 4の 画 像 処 理 を 説 明 す る 。 な お 、 実 施 例 4に お い て 、 実 施 例
1～ 3と 略 同 様 の 構 成 に つ い て は 、 同 一 符 号 を 付 し て 、 そ の 詳 細 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 実 施 例 4で は 、 実 施 例 1か ら 3で 説 明 し た 載 り 量 の 補 正 を 実 施 す る か 否 か 、 ま た 、 実 施 す
る 場 合 ど の よ う な 補 正 を 行 う か を 、 ユ ー ザ が 設 定 す る た め の ユ ー ザ イ ン タ フ ェ イ ス を 説 明
す る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 図 14は 載 り 量 の 補 正 （ 画 像 補 正 ） を 設 定 す る た め の ユ ー ザ イ ン タ フ ェ イ ス (UI)の 一 例 を
示 す 図 で 、 CPU 6に よ っ て パ ネ ル 部 14に 表 示 さ れ た り 、 ホ ス ト コ ン ピ ュ ー タ 1の プ リ ン タ ド
ラ イ バ に よ っ て モ ニ タ に 仮 想 パ ネ ル と し て 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 ユ ー ザ は 、 画 像 補 正 を 所 望 す る 場 合 、 パ ネ ル 上 部 の 「 使 う 」 ボ タ ン を 押 し 、 さ ら に 、 補
正 レ ベ ル の プ ル ダ ウ ン メ ニ ュ ー に よ っ て 補 正 レ ベ ル を 設 定 す る 。 な お 、 画 像 補 正 の 設 定 、
補 正 レ ベ ル の 設 定 は 、 図 14に 示 す ボ タ ン と プ ル ダ ウ ン メ ニ ュ ー の 組 み 合 わ せ に 限 ら ず 、 様
々 な ユ ー ザ イ ン タ フ ェ イ ス （ 図 15に 示 す チ ェ ッ ク ボ ッ ク ス や ス ラ イ ド バ ー な ど ） の 利 用 が
可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 図 15は ユ ー ザ イ ン タ フ ェ イ ス を 使 用 し て 画 像 補 正 を 設 定 す る 処 理 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 例 え ば 、 符 号 720で 示 す 三 種 類 の 文 書 を ホ ス ト コ ン ピ ュ ー タ 1か ら 印 刷 装 置 15へ 送 信 す る
際 に 、 ホ ス ト コ ン ピ ュ ー タ 1で 稼 働 す る プ リ ン タ ド ラ イ バ 、 ま た は 、 印 刷 装 置 15の パ ネ ル
部 14を 使 用 し て 次 の 設 定 を 行 う 。
　 　 　 　 文 書 1： 補 正 実 施 /レ ベ ル 1（ 符 号 723、 724で 示 す 設 定 ）
　 　 　 　 文 書 2： 補 正 実 施 /レ ベ ル 2（ 符 号 723、 725で 示 す 設 定 ）
　 　 　 　 文 書 3： 補 正 し な い （ 符 号 726で 示 す 設 定 ）
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 こ れ ら の 設 定 情 報 お よ び IDリ ス ト 727は 、 ビ デ オ コ ン ト ロ ー ラ 2の ホ ス ト I/F 4ま た は パ
ネ ル  I/F 3を 介 し て CPU 6に 通 知 さ れ 、 RAM 7な ど に 格 納 さ れ る 。 CPU 1は 、 補 正 実 施 /レ ベ
ル 1が 設 定 さ れ た 文 書 1に 、 実 施 例 1で 説 明 し た 処 理 を 施 し 、 文 書 1の 画 像 デ ー タ 729を 生 成
す る 。 ま た 、 補 正 実 施 /レ ベ ル 2が 設 定 さ れ た 文 書 2に 、 実 施 例 2で 説 明 し た 処 理 を 施 し 、 文
書 2の 画 像 デ ー タ 729を 生 成 す る 。 ま た 、 補 正 し な い が 設 定 さ れ た 文 書 3に は 、 画 像 補 正 を
施 さ ず 、 元 の 印 刷 デ ー タ に 忠 実 な 文 書 3の 画 像 デ ー タ 729を 生 成 す る 。 こ の よ う に 、 図 15の
ユ ー ザ イ ン タ フ ェ イ ス 723、 724を 使 用 し て 、 補 正 レ ベ ル を 調 整 す る こ と で 、 間 引 き 幅 を 変
更 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 図 16は CPU 1が 入 力 さ れ る 印 刷 デ ー タ に 対 し て 画 像 補 正 を 制 御 す る 手 順 を 説 明 す る フ ロ
ー チ ャ ー ト で あ る 。
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【 ０ ０ ９ ４ 】
　 ま ず 、 画 像 補 正 が 設 定 さ れ て い る か 否 か を 判 定 し (S1101)、 未 設 定 で あ れ ば 画 像 処 理 回
路 16を 画 像 補 正 し な い よ う に 設 定 す る (S1105)。 こ の 場 合 、 画 像 処 理 回 路 16は 画 像 補 正 を
行 わ ず 、 通 常 の 処 理 を 行 う 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 ま た 、 画 像 補 正 が 設 定 さ れ て い る 場 合 は 、 設 定 さ れ た 補 正 レ ベ ル を 判 定 す る (S1102、 S1
103)。 補 正 レ ベ ル 1が 設 定 さ れ て い る 場 合 は 実 施 例 1で 説 明 し た 画 像 補 正 を 実 行 す る よ う に
画 像 処 理 回 路 16を 設 定 し (S1106)、 補 正 レ ベ ル 2が 設 定 さ れ て い る 場 合 は 実 施 例 2で 説 明 し
た 画 像 補 正 （ 置 換 用 パ タ ー ン 数 2） を 実 行 す る よ う に 画 像 処 理 回 路 16を 設 定 し (S1107)、 そ
う で な い 場 合 （ つ ま り 補 正 レ ベ ル 3が 設 定 さ れ て い る ） は 実 施 例 2で 説 明 し た 画 像 補 正 （ 置
換 用 パ タ ー ン 数 3） を 実 行 す る よ う に 画 像 処 理 回 路 16を 設 定 す る (S1108)。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 な お 、 画 像 補 正 す る し な い お よ び 画 像 補 正 レ ベ ル と 印 刷 デ ー タ の 関 係 は 、 図 15に 示 す よ
う に 、 文 書 IDリ ス ト 727の 文 書 IDと ジ ョ ブ 情 報 テ ー ブ ル 728と を リ ン ク す る こ と で 文 書 別 に
保 持 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 実 施 例 ５ 】
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 以 下 、 本 発 明 に か か る 実 施 例 4の 画 像 処 理 を 説 明 す る 。 な お 、 実 施 例 5に お い て 、 実 施 例
1～ 4と 略 同 様 の 構 成 に つ い て は 、 同 一 符 号 を 付 し て 、 そ の 詳 細 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 載 り 量 の 補 正 は 、 実 施 例 4で 説 明 し た よ う に ユ ー ザ に 設 定 さ せ る 方 法 と 、 印 刷 装 置 15の
状 況 に 応 じ て CPU 1が 設 定 す る 方 法 が 考 え ら れ る 。 実 施 例 5に お い て は 、 載 り 量 の 補 正 を 実
施 す る か 否 か 、 実 施 す る 場 合 の 補 正 レ ベ ル を 、 印 刷 装 置 15の 状 態 （ 例 え ば プ ロ セ ス 条 件 ）
や 印 刷 環 境 に 応 じ て CPU 1が 設 定 す る 方 法 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 図 17は 選 択 さ れ た 記 録 媒 体 の 種 類 か ら ト ナ ー の 飛 散 を 予 測 し て 載 り 量 の 補 正 を 設 定 す る
処 理 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 例 え ば 、 符 号 720で 示 す 三 種 類 の 文 書 を ホ ス ト コ ン ピ ュ ー タ 1か ら 印 刷 装 置 15へ 送 信 す る
際 に 、 ホ ス ト コ ン ピ ュ ー タ 1で 稼 働 す る プ リ ン タ ド ラ イ バ 、 ま た は 、 印 刷 装 置 15の パ ネ ル
部 14を 使 用 し て 次 の 指 定 を 行 う 。
　 　 　 　 文 書 1： 厚 紙 に 印 刷 （ 符 号 803）
　 　 　 　 文 書 2： コ ー ト 紙 に 印 刷 （ 符 号 804）
　 　 　 　 文 書 3： 普 通 紙 に 印 刷 （ 符 号 805）
【 ０ １ ０ １ 】
　 こ れ ら の 指 定 情 報 お よ び IDリ ス ト 727は 、 ビ デ オ コ ン ト ロ ー ラ 2の ホ ス ト I/F 4ま た は パ
ネ ル  I/F 3を 介 し て CPU 6に 通 知 さ れ 、 RAM 7な ど に 格 納 さ れ る 。
【 ０ １ ０ ２ 】
　 上 記 の 三 種 類 の 記 録 媒 体 に 対 し て 、 印 刷 装 置 15の 標 準 的 な プ ロ セ ス 条 件 下 に お け る ラ イ
ン の 後 端 の ト ナ ー 飛 散 量 は 、 普 通 紙 を 基 準 と し て 、 下 記 の と お り だ と す る 。 こ の 情 報 は 、
デ ー タ ROM 9や HD 12に 格 納 さ れ て い る 。
　 　 　 　 　 普 通 紙 ： 通 常 （ 基 準 ）
　 　 　 　 　 　 厚 紙 ： や や 悪 い （ 飛 散 量 が や や 多 い ）
　 　 　 　 コ ー ト 紙 ： 悪 い （ 飛 散 量 が 多 い ）
【 ０ １ ０ ３ 】
　 CPU 1は 、 設 定 さ れ た 記 録 媒 体 に 対 応 す る ト ナ ー 飛 散 量 を 示 す 情 報 を デ ー タ ROM 9な ど か
ら 読 み 出 し 、 当 該 情 報 に 従 い 、 画 像 デ ー タ を 生 成 す る 際 の 画 像 処 理 回 路 16の 画 像 補 正 を 設
定 す る 。 飛 散 量 が や や 多 い 厚 紙 が 指 定 さ れ た 場 合 は 補 正 レ ベ ル 2の 画 像 補 正 を 設 定 し 、 飛
散 量 が 多 い コ ー ト 紙 が 指 定 さ れ た 場 合 は 補 正 レ ベ ル 2よ り 載 り 量 を 抑 制 す る こ と が 可 能 な
実 施 例 3で 説 明 し た 四 画 素 の 画 像 補 正 （ 補 正 レ ベ ル 4と す る ） を 設 定 し 、 普 通 紙 が 指 定 さ れ
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た 場 合 は 画 像 補 正 を 実 施 し な い よ う に 設 定 す る 。
【 ０ １ ０ ４ 】
　 な お 、 画 像 補 正 す る し な い お よ び 画 像 補 正 レ ベ ル と 印 刷 デ ー タ の 関 係 は 、 図 17に 示 す よ
う に 、 文 書 IDリ ス ト 727の 文 書 IDと ジ ョ ブ 情 報 テ ー ブ ル 728と を リ ン ク す る こ と で 文 書 別 に
保 持 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ １ ０ ５ 】
　 図 18は CPU 1が 入 力 さ れ る 印 刷 デ ー タ に 対 し て 画 像 補 正 を 制 御 す る 手 順 を 説 明 す る フ ロ
ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 ０ １ ０ ６ 】
　 ま ず 、 記 録 媒 体 に 対 す る 飛 散 量 を 示 す 情 報 を 取 得 し (S1201)、 指 定 さ れ た 記 録 媒 体 を 判
定 し (S1202-S1203)、 判 定 し た 記 録 媒 体 と 飛 散 量 を 示 す 情 報 に 基 づ き 画 像 処 理 回 路 16の 画
像 補 正 を 設 定 す る 。 普 通 紙 が 指 定 さ れ て い る 場 合 は 画 像 補 正 を 行 わ な い よ う に 画 像 処 理 回
路 16を 設 定 し (S1204)、 厚 紙 が 指 定 さ れ て い る 場 合 は 補 正 レ ベ ル 2の 画 像 補 正 （ 置 換 用 パ タ
ー ン 数 2） を 実 行 す る よ う に 画 像 処 理 回 路 16を 設 定 し (S1205)、 そ う で な い 場 合 （ つ ま り コ
ー ト 紙 が 指 定 さ れ て い る ） は 補 正 レ ベ ル 4（ 四 画 素 置 換 ） を 実 行 す る よ う に 画 像 処 理 回 路 1
6を 設 定 す る (S1206)。
【 ０ １ ０ ７ 】
　 ま た 、 印 刷 環 境 と 飛 散 量 の 関 係 を デ ー タ ROM 9や HD 15に 格 納 し て お い て も よ い 。 例 え ば
、 定 着 器 17の 耐 久 度 合 い （ 使 用 時 間 、 出 力 枚 数 な ど ） や 、 設 置 環 境 （ 温 度 、 湿 度 な ど ） な
ど 、 印 刷 環 境 の ダ イ ナ ミ ッ ク な 変 化 に 影 響 を 受 け る プ ロ セ ス 条 件 か ら 飛 散 量 を 予 想 す る 場
合 、 CPU 1は 、 こ れ ら の 情 報 を プ リ ン タ エ ン ジ ン 13情 報 か ら エ ン ジ ン I/F 11を 介 し て 受 信
し 、 受 信 し た 情 報 に 基 づ き 、 飛 散 量 が 基 準 よ り も ど の 程 度 多 い か を 予 測 し て 、 画 像 補 正 す
る し な い お よ び 補 正 レ ベ ル を 逐 次 決 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ ８ 】
　 勿 論 、 複 数 の 要 素 （ ユ ー ザ の 指 示 、 記 録 媒 体 の 種 類 お よ び 印 刷 環 境 な ど ） に 応 じ て 画 像
補 正 す る し な い 、 お よ び 、 設 定 す べ き 補 正 レ ベ ル を 示 す テ ー ブ ル を デ ー タ ROM 9や HD 15に
格 納 し て お け ば 、 CPU 1は 、 当 該 テ ー ブ ル を 参 照 し て 、 ユ ー ザ の 指 示 、 記 録 媒 体 の 種 類 お
よ び 印 刷 環 境 な ど に 応 じ て 画 像 処 理 回 路 16を 設 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ ９ 】
　 こ の よ う に 、 記 録 媒 体 と 飛 散 量 の 関 係 を 示 す 情 報 、 印 刷 環 境 と 飛 散 量 の 関 係 を 示 す 情 報
に 基 づ き 、 画 像 補 正 の 実 施 ・ 不 実 施 、 お よ び 、 そ の 補 正 レ ベ ル を 適 切 に 選 択 す る こ と が で
き る 。
【 ０ １ １ ０ 】
　 上 記 の 各 実 施 例 に よ れ ば 、 べ た 部 に 対 す る 載 り 量 の 最 適 値 に 対 し 、 文 字 線 画 な ど 特 徴 的
な 形 状 を も つ 画 像 の 載 り 量 を 選 択 的 か つ 局 所 的 に 制 御 す る こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 画 像
品 位 を 劣 化 さ せ ず に 載 り 量 を 制 御 し て 、 文 字 線 画 部 の 潰 れ 、 記 録 材 の 飛 散 を 防 ぐ こ と が で
き る 。
【 ０ １ １ １ 】
［ 他 の 実 施 例 ］
　 な お 、 本 発 明 は 、 複 数 の 機 器 （ 例 え ば ホ ス ト コ ン ピ ュ ー タ 、 イ ン タ フ ェ イ ス 機 器 、 リ ー
ダ 、 プ リ ン タ な ど ） か ら 構 成 さ れ る シ ス テ ム に 適 用 し て も 、 一 つ の 機 器 か ら な る 装 置 （ 例
え ば 、 複 写 機 、 フ ァ ク シ ミ リ 装 置 な ど ） に 適 用 し て も よ い 。
【 ０ １ １ ２ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 目 的 は 、 前 述 し た 実 施 例 の 機 能 を 実 現 す る ソ フ ト ウ ェ ア の プ ロ グ ラ ム コ
ー ド を 記 録 し た 記 憶 媒 体 （ ま た は 記 録 媒 体 ） を 、 シ ス テ ム あ る い は 装 置 に 供 給 し 、 そ の シ
ス テ ム あ る い は 装 置 の コ ン ピ ュ ー タ （ ま た は CPUや MPU） が 記 憶 媒 体 に 格 納 さ れ た プ ロ グ ラ
ム コ ー ド を 読 み 出 し 実 行 す る こ と に よ っ て も 、 達 成 さ れ る こ と は 言 う ま で も な い 。 こ の 場
合 、 記 憶 媒 体 か ら 読 み 出 さ れ た プ ロ グ ラ ム コ ー ド 自 体 が 前 述 し た 実 施 例 の 機 能 を 実 現 す る
こ と に な り 、 そ の プ ロ グ ラ ム コ ー ド を 記 憶 し た 記 憶 媒 体 は 本 発 明 を 構 成 す る こ と に な る 。
ま た 、 コ ン ピ ュ ー タ が 読 み 出 し た プ ロ グ ラ ム コ ー ド を 実 行 す る こ と に よ り 、 前 述 し た 実 施
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例 の 機 能 が 実 現 さ れ る だ け で な く 、 そ の プ ロ グ ラ ム コ ー ド の 指 示 に 基 づ き 、 コ ン ピ ュ ー タ
上 で 稼 働 し て い る オ ペ レ ー テ ィ ン グ シ ス テ ム (OS)な ど が 実 際 の 処 理 の 一 部 ま た は 全 部 を 行
い 、 そ の 処 理 に よ っ て 前 述 し た 実 施 例 の 機 能 が 実 現 さ れ る 場 合 も 含 ま れ る こ と は 言 う ま で
も な い 。
【 ０ １ １ ３ 】
　 さ ら に 、 記 憶 媒 体 か ら 読 み 出 さ れ た プ ロ グ ラ ム コ ー ド が 、 コ ン ピ ュ ー タ に 挿 入 さ れ た 機
能 拡 張 カ ー ド や コ ン ピ ュ ー タ に 接 続 さ れ た 機 能 拡 張 ユ ニ ッ ト に 備 わ る メ モ リ に 書 込 ま れ た
後 、 そ の プ ロ グ ラ ム コ ー ド の 指 示 に 基 づ き 、 そ の 機 能 拡 張 カ ー ド や 機 能 拡 張 ユ ニ ッ ト に 備
わ る CPUな ど が 実 際 の 処 理 の 一 部 ま た は 全 部 を 行 い 、 そ の 処 理 に よ っ て 前 述 し た 実 施 例 の
機 能 が 実 現 さ れ る 場 合 も 含 ま れ る こ と は 言 う ま で も な い 。
【 ０ １ １ ４ 】
　 本 発 明 を 上 記 記 憶 媒 体 に 適 用 す る 場 合 、 そ の 記 憶 媒 体 に は 、 先 に 説 明 し た フ ロ ー チ ャ ー
ト に 対 応 す る プ ロ グ ラ ム コ ー ド が 格 納 さ れ る こ と に な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ １ １ ５ 】
【 図 １ 】 実 施 例 の 印 刷 装 置 の 構 成 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 、
【 図 ２ 】 エ ン ジ ン I/Fが 出 力 す る ビ デ オ 信 号 に 基 づ き 、 記 録 媒 体 に 画 像 を 印 刷 す る プ リ ン
タ エ ン ジ ン の 概 略 構 成 を 示 す 図 、
【 図 ３ 】 一 定 幅 を も つ 横 線 （ ラ イ ン ） を 描 画 さ れ る 際 に 、 画 像 補 正 し な い 場 合 、 第 一 の 画
像 補 正 を 行 っ た 場 合 、 第 二 の 画 像 補 正 を 行 っ た 場 合 を 説 明 す る 図 、
【 図 ４ 】 第 二 の 画 像 補 正 （ 画 素 の 置 き 換 え ） を 行 う 画 像 処 理 部 の 構 成 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図
、
【 図 ５ 】 画 素 の 置 き 換 え を 詳 細 に 説 明 す る 図 、
【 図 ６ 】 間 引 き 処 理 を 行 う た め の 判 定 用 パ タ ー ン の 例 を 示 す 図 、
【 図 ７ 】 間 引 き 処 理 の ア ル ゴ リ ズ ム を 説 明 す る フ ロ ー チ ャ ー ト 、
【 図 ８ 】 実 施 例 2の 画 素 の 置 き 換 え を 詳 細 に 説 明 す る 図 、
【 図 ９ 】 置 換 用 パ タ ー ン の 例 を 示 す 図 、
【 図 １ ０ 】 置 換 用 パ タ ー ン の 例 を 示 す 図 、
【 図 １ １ 】 実 施 例 2の 間 引 き 処 理 の ア ル ゴ リ ズ ム を 説 明 す る フ ロ ー チ ャ ー ト 、
【 図 １ ２ 】 実 施 例 3の I画 素 の 置 き 換 え 方 法 を 説 明 す る 図 、
【 図 １ ３ 】 判 定 用 パ タ ー ン の 例 を 示 す 図 、
【 図 １ ４ 】 実 施 例 4の 載 り 量 の 補 正 （ 画 像 補 正 ） を 設 定 す る た め の ユ ー ザ イ ン タ フ ェ イ ス
の 一 例 を 示 す 図 、
【 図 １ ５ 】 ユ ー ザ イ ン タ フ ェ イ ス を 使 用 し て 画 像 補 正 を 設 定 す る 処 理 を 説 明 す る 図 、
【 図 １ ６ 】 印 刷 デ ー タ に 対 し て 画 像 補 正 を 制 御 す る 手 順 を 説 明 す る フ ロ ー チ ャ ー ト 、
【 図 １ ７ 】 選 択 さ れ た 記 録 媒 体 の 種 類 か ら ト ナ ー の 飛 散 を 予 測 し て 載 り 量 の 補 正 を 設 定 す
る 処 理 を 説 明 す る 図 、
【 図 １ ８ 】 印 刷 デ ー タ に 対 し て 画 像 補 正 を 制 御 す る 手 順 を 説 明 す る フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る
。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】
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【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】
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【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】
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